
＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども未来課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【重点】地域ぐるみの子育て支援

指標名 放課後児童クラブ実施箇所数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 34 51 68 87

現況値 実績値 54

目標値 達成率 158.8%

備考 達成度 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

618箇所（2019年度）

705箇所

2021年度：672箇所（達成率は現況値からの増加数で算出）

・地域子ども・子育て支援事業
・放課後・子育て支援員研修事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

市町村子ども・子育て支援事業計画に基づき実施される放課後児童健全育成事業について、実施主体である市町村に対して、運営
費や整備費に係る補助金を交付するとともに、適正かつ円滑に事業が実施されるよう必要な助言や援助を行った。また、放課後児
童支援員の認定資格研修等を実施し、人材の育成や質の向上を図った。
　（整備か所数：31か所　補助額：114,935千円）　
　（認定資格研修修了者数：260名、階層別研修受講者数：205名、合同研修受講者数：505名）

仕事と子育ての両立支援や児童の健全育成対策として、放課後児童クラブは重要な役割を担っている。核家族世帯や女性の就業率
の上昇に伴いそのニーズが高まり、待機児童が年々増加しているため、さらなる受け皿の整備が必要である。また、運営を担う人
材の確保も必要である。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども未来課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【重点】乳幼児期における教育・保育の充実

指標名 保育士・保育所支援センターが関わった保育所等への就職者数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 144 216 288 362

現況値 実績値 162

目標値 達成率 112.5%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

158人（2019年度）

520人

2021年度：320人（達成率は現況値からの増加数で算出）

・保育士養成施設連携強化事業
・保育人材確保等対策強化事業
・保育士等キャリアアップ研修事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

保育士・保育所支援センターにおいて、潜在保育士の掘り起こしときめ細かなマッチングに取り組み、80名の就職につながった。
また、保育士の個別相談の対応（約2,000件）や保育事業者への啓発資材の配布（約800事業所）などにより、保育士の離職防止を
図った。その他、学生の県内保育所等への就職率向上などの取組を行う保育士養成施設連携強化事業（委託事業：２校、補助事業
：７校）や、保育現場のリーダー的職員を育成するため、保育士等キャリアアップ研修（修了者数：3,606名）を実施した。

保育士・保育所支援センターによる保育人材の確保には、新たなマッチング対象となる潜在保育士を掘り起こし、センターへの登
録につなげることが課題であり、センターの認知度向上の取組が不可欠である。また、保育士養成施設連携強化事業においては、
より効果的な事業となるよう保育士養成施設とともに取組内容を協議し、工夫していく必要がある。保育士等キャリアアップ研修
については、コロナ禍の中、過去２か年度はｅラーニングにより実施したが、集合研修の実施要望も根強いことから、ｅラーニン
グと集合研修の選択が可能となるよう、研修体制の充実を図る必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども未来課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【重点】社会全体で子育てを応援する気運の醸成

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 52 78 104 133

現況値 実績値 57

目標値 達成率 109.6%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

おかやま子育て応援宣言企業のうち、従業員の仕事と家庭の両
立支援に積極的な「アドバンス企業」認定数

17社（2019年度）

150社

74社（達成率は現況値からの増加数で算出）

・社会全体での子育て気運醸成事業
・おかやま子育て応援宣言企業活性化事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

企業や市町村等との協働による子育て家庭応援カード「ももっこカード」の協賛店舗を新たに76店舗増やした。また、協賛店舗と
子育て家庭を繋ぐイベント「子育てマルシェ」を、岡山に加え津山でも開催するなど、同カードの普及を図った。従業員の子育て
や地域における子育てを応援する「おかやま子育て応援宣言企業」の登録は54社、特に積極的な取組を行うアドバンス企業の認定
は31社と着実に増加している。

「ももっこカード」については、「おかやま子育てマルシェ」の機会を活用するとともに、市町村と連携（チラシの配布等）しな
がら、引き続き協賛店舗の拡大を図る。
「おかやま子育て応援宣言企業」については、岡山県中小企業団体中央会や関係部局と連携し、引き続き、制度の周知を図るとと
もに、企業の登録・認定を促進することにより、社会全体で子育てをする気運の醸成を図る必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども家庭課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【推進】子どもと家族を見守り支える地域づくり

指標名 子ども家庭総合支援拠点の設置市町村数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 5 21 21 21

現況値 実績値 5

目標値 達成率 100%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

４市（2019年度）

25市町村

2021年度：９市町（達成率は現況値からの増加数で算出）

・子ども家庭総合支援拠点整備促進事業
・要保護児童対策地域協議会支援事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

県民局が主体となって丁寧な説明や相談を行ったことにより、2021年度にあらたに３市が設置した。

未設置自治体における2022年度中の設置を支援するとともに、2024年度以降のこども家庭センター設置を見据えた子育て世代包括
支援センタ―との一体・連携運営を進める必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども家庭課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【推進】子育て家庭への支援・子どもの貧困対策の推進

指標名 新たに開設された子どもの居場所の数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 6 12 18 24

現況値 実績値 27

目標値 達成率 450%

備考 達成度 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

６箇所（2020年度）

30箇所

2021年度：33箇所（達成率は現況値からの増加数で算出）

・ひとり親家庭自立支援事業
・子どもの未来応援市町村支援チーム派遣事業
・子どもの未来応援ネットワークによる連携ケア事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

・市町村やスクールソーシャルワーカー等への研修会や、子どもの居場所の実践者によるアドバイス支援を行っているが、コロナ
の影響もあり、子どもの貧困対策に対する気運が高まり、居場所による支援を行いたいという方が増え、新たな子どもの居場所の
開設につながった。

・現時点で、困難を抱える子どもの居場所そのものが存在しない市町村もあり、こうした子どもがどこに住んでいても適切な支援
を受けられる体制づくりを推進していく必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども家庭課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【推進】子ども虐待防止対策の推進

指標名 児童家庭支援センター設置数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 2 3 3 4

現況値 実績値 3

目標値 ４箇所 達成率 150%

備考 達成度 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

２箇所（2019年度）

・児童虐待防止対策推進事業
・児童虐待防止対策支援事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

2021年5月、津山児童相談所管内に県内３箇所目の児童家庭支援センターを新たに認可した。
2021年度、県所管の児童家庭支援センターでは、地域・家庭等から4,294件の相談を受け、支援を行った。
また、施設入所までは要しない要保護性がある児童や施設を退所後間もない児童など、継続的な指導措置が必要である児童及びそ
の家庭について、児童相談所から受託し、3名の指導を行った。

児童家庭支援センターは児童や家庭への継続的な指導を行うなど、児童相談所の機能を補完する役割が求められることから、児童
福祉に関する高度な専門性を持つ人材を配置する必要があり、こうした人材の確保・育成が課題となっている。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 保健福祉部 子ども家庭課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 子育て支援充実プログラム

施策名 【推進】社会的養育の推進

指標名 里親等委託率
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 35.0 36.0 38.0 40.0

現況値 実績値 38.7

目標値 達成率 110.6%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

33.3％（2019年度）

40.0％

・里親養育包括支援事業
・社会的養護自立支援事業
・岡山県児童養護施設職員人材確保事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

県内の３児童相談所の里親養育支援児童福祉司及び委託調整補助員や児童養護施設等の里親支援専門相談員、里親会と連携し、里
親委託を総合的に推進した。また、里親制度の普及啓発のための出前講座や制度説明会を実施した結果、新規養育里親が16組登録
し、里親等委託率は38.7％と4.4ポイント向上した。

里親委託の推進にあたっては、様々な子どものニーズに対応できるよう里親の養育能力の向上を支援するとともに、委託後の手厚
いフォロー体制を整備する必要がある。また、地域によって里親登録数に差があり、幅広い市町村で多くの里親に登録してもらう
ために、普及啓発活動を通じて里親の制度の幅広い周知を図るとともに、その中で社会的養育に理解ある方へのリクルート活動が
必要である。
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